
平成23年度予算

概算要求・要望の概要

警 察 庁



総　　　　額　　　　

平成23年度概算要求額

平成23年度要望額

（平成22年度当初予算額
（単位：百万円）

14,301 15,035 734

1,478 1,695 217 街頭防犯カメラの設置の推進

507 （ 新　規 ）

防犯ボランティア支援事業の推進

11 （ 新　規 ）

児童ポルノ対策・少年非行防止対策

の推進

45 （ 49 ）

窃盗犯罪等の抑止対策の推進

29 （ 新　規 ）

8,166 8,985 819 警察における死因究明に関する取組み

の推進

1,684 （ 1,647 ）

ＤＮＡ型鑑定基盤の整備

2,564 （ 1,674 ）

3 2,914 2,618 △ 296 「犯罪被害者等基本計画」に対応した

各種施策の推進

2,047 （ 2,026 ）

1,743 1,737 △ 6 サイバー犯罪取締体制の強化

172 （ 134 ）

インターネット上の違法・有害情報への

対策の推進

173 （ 194 ）

第２ 5,048 4,459 △ 589 犯罪のグローバル化対策の推進

109 （ 新　規 ）

総合的な暴力団対策の推進

78 （ 32 ）

客観証拠重視
の捜査のための
基盤整備

被害者支援の
充実

サイバー空間の
安全確保の推
進

4

23年度
要求・要望
額

主　な　内　容

  25,756百万円 

増△減額

2

組織犯罪対策の推
進

平成23年度警察庁予算概算要求・要望の概要

第１

1

259,549百万円 

270,543百万円）

区         分

233,793百万円 

犯罪が起きにく
い社会づくりの
推進

治安水準の更なる
向上のための総合
対策の推進

22年度
予算額



（単位：百万円）

23年度
要求・要望
額

主　な　内　容増△減額区         分
22年度
予算額

13,737 3,742 △ 9,995 テロ等への対処に必要な装備資機材

の充実

1,222 （ 1,567 ）

23,691 22,758 △ 933 交通安全施設等整備事業の推進

19,175 （ 20,515 ）

グリーンＩＴＳの推進

293 （ 945 ）

広域交通管制システムの整備

1,152 （ 新　規 ）

第５ 35,232 40,718 5,486

1 622 615 △ 7 地方警察官の増員 増員数

国家公務員の増員 増員数

34,610 40,103 5,493 現場執行力の強化

10,747 （ 7,919 ）

警察通信基盤の整備充実

9,626 （ 7,946 ）

警察活動の拠点たる基盤施設の整備

17,386 （ 16,483 ）

第６ 48 39 △ 9 犯罪捜査の在り方に関する調査研究

39 （ 48 ）

第７ その他 178,486 172,798 △ 5,688

270,543 259,549 △ 10,994

第３

新たな課題への対
応

176人

833人

合　　　　計

2

警察基盤の充実強
化

人的基盤の充
実強化

装備資機材・警
察施設の整備
充実

テロの未然防止と
緊急事態への対処
態勢の強化

安全・快適な交通
環境実現のための
施策の推進

第４



〔単位：百万円〕

第１ 治安水準の更なる向上のための総合対策の推進

15,035（ 14,301）

（うち要望額 1,352）

最近の治安情勢は、刑法犯認知件数が減少するなど改善しつつある

ものの、子ども・女性が被害者となる事件の発生、サイバー犯罪の増

大等、国民の治安に対する不安が解消したとはいえない状況にあるこ

とから、犯罪が起きにくい社会づくり、サイバー空間の安全確保等を

推進する。

また、被害者支援の充実を図るとともに、裁判員裁判や公訴時効の

見直し等への対応も踏まえ、客観証拠重視の捜査のための基盤整備を

進める。

１ 犯罪が起きにくい社会づくりの推進 1,695（ 1,478）

（うち要望額 574）

・ 街頭防犯カメラの設置の推進 507（ 新 規 ）

（うち要望額 507）

全国の街頭防犯カメラの整備を促進し、安全・安心なまちづくりを推進

するため、犯罪が多発する全国の主要繁華街等におけるパイロット事業の

実施に要する経費

・ 防犯ボランティア支援事業の推進 11（ 新 規 ）

（うち要望額 11）

現役世代の参加を促進し、地域防犯活動の活性化を図るため、主に夜間

の防犯パトロール活動を実施するボランティア団体に対する支援に必要な

経費



・ 児童ポルノ対策・少年非行防止対策の推進 45（ 49）

（うち要望額 27）

児童に著しい害悪をもたらす児童ポルノについて、取締体制の強化及び

被害児童の支援等を進めるとともに、非行少年を生まない社会づくりに関

する施策を実施するために必要な経費

・ 窃盗犯罪等の抑止対策の推進 29（ 新 規 ）

（うち要望額 29）

インターネット・オークション等においてカーナビ等の盗品が流通する

ことを防止するため、インターネットを利用した盗品等情報検索サイトの

構築に要する経費

２ 客観証拠重視の捜査のための基盤整備 8,985（ 8,166）

（うち要望額 644）

・ 警察における死因究明に関する取組みの推進
(※) 1,684（ 1,647）

（うち要望額 131）

警察における死因究明に関する取組みを強化するため、刑事調査官に対

する研修の充実、刑事調査官用車両の増強、薬物検査の実施に必要な資機

材の整備等に要する経費

※ 刑事調査官用車両の増強に係る経費については、第５の２の「現場執行力の

強化」に計上。当該車両の整備経費を含む要求・要望額は、2,105百万円（う

ち要望額552百万円）。



・ ＤＮＡ型鑑定基盤の整備 2,564（ 1,674）

（うち要望額 513）

犯罪の立証における客観証拠の重要性が増大する中、極めて高い精度で

個人識別を行うことを可能とするＤＮＡ型鑑定の実施に要する経費

３ 被害者支援の充実 2,618（ 2,914）

・ 「犯罪被害者等基本計画」に対応した各種施策の推進

2,047（ 2,026）

「犯罪被害者等基本計画」を踏まえた、犯罪被害者等給付金の支給、民

間被害者支援団体に対する業務の委託等に要する経費

４ サイバー空間の安全確保の推進 1,737（ 1,743）

（うち要望額 134）

・ サイバー犯罪取締体制の強化 172（ 134）

（うち要望額 134）

サイバー犯罪の増大に対応し、取締体制を強化するため、違法情報の発

信場所の特定や、追跡捜査を行うために必要な資機材の整備等に要する経費

・ インターネット上の違法・有害情報への対策の推進

173（ 194）

インターネット上の違法情報、有害情報に関する通報を受理し、警察へ

の通報・プロバイダへの削除依頼等を行うインターネット・ホットライン

センターの運用やサイバーパトロールの実施に要する経費



〔単位：百万円〕

第２ 組織犯罪対策の推進 4,459（ 5,048）

（うち要望額 185）

今日の国際組織犯罪については、世界的規模で活動する犯罪組織の

日本への浸透、構成員の多国籍化、犯罪行為の世界的展開といった「犯

罪のグローバル化」が急速に進んでおり、治安に対する脅威となって

いることから、対策を強化する。

また、暴力団がその組織の実態や資金獲得活動を更に不透明化させ

ているほか、けん銃を使用した凶悪な犯罪の発生も後を絶たないこと

から、組織の弱体化・壊滅に向けた諸対策を推進する。

・ 犯罪のグローバル化対策の推進 109（ 新 規 ）

（うち要望額 109）

犯罪のグローバル化に対応するため、東アジアを中心とした各国警察と

のコンタクトポイントの設定、国際犯罪組織の活動拠点となる繁華街の対

策に必要な資機材の整備等に要する経費

・ 総合的な暴力団対策の推進 78（ 32）

（うち要望額 76）

山口組弘道会対策を始めとした総合的な暴力団対策を推進するため、暴

力団犯罪の捜査や保護対策に必要な資機材の整備、不当要求情報管理機関

への情報提供のための調査研究等に要する経費



〔単位：百万円〕

第３ テロの未然防止と緊急事態への対処態勢の強化

3,742（ 13,737）

（うち要望額 673）

現在の国際テロ情勢は、ニューヨークの繁華街において爆弾テロ未

遂事件等が発生するなど、ますます緊迫の度合いを強めており、また、

朝鮮半島情勢は、韓国哨戒艦沈没事案をめぐって北朝鮮が対決姿勢を

強めるなど、予断を許さない状態が続いていることから、テロの未然

防止等に向けた取組みを推進する。

・ テロ等への対処に必要な装備資機材の充実 1,222（ 1,567）

（うち要望額 673）

情勢に応じた警戒警備の実施のほか、テロ等の緊急事態の発生時におい

てその対処に必要な資機材の整備等に要する経費



〔単位：百万円〕

第４ 安全・快適な交通環境実現のための施策の推進

22,758（ 23,691）

（うち要望額 1,445）

最近の交通情勢に対応するため、交通安全教育の継続的な推進、交

通安全施設及び広域交通管制システムの整備、高度道路交通システム

（ＩＴＳ）の推進等により、安全・安心で人にやさしい交通環境の実

現を目指す。

・ 交通安全施設等整備事業の推進 19,175（ 20,515）

交通事故の抑止及び道路交通の円滑化に必要な交通安全施設等の整備に

要する経費

・ グリーンＩＴＳの推進 293（ 945）

（うち要望額 293）

自動車の走行情報等を活用し、交通・物流の効率化及びＣＯ２の削減等を

図るシステムのモデル事業等を実施するために必要な経費

・ 広域交通管制システムの整備 1,152（ 新 規 ）

（うち要望額 1,152）

都道府県警察の交通情報等を集約し、交通規制等に関する連絡・調整を

行う広域交通管制システムの整備に要する経費



〔単位：百万円〕

第５ 警察基盤の充実強化 40,718（ 35,232）

（うち要望額 22,062）

依然として厳しい治安情勢や大量退職時代の到来に的確に対処する

ため、装備資機材・警察施設の整備、警察活動基盤を充実強化するた

めの施策等を推進するとともに、必要な地方警察官等を増員し、人的

基盤の強化を図る。

１ 人的基盤の充実強化 615（ 622）

・ 地方警察官の増員 増員数 833人

・ 国家公務員の増員 増員数 176人

２ 装備資機材・警察施設の整備充実 40,103（ 34,610）

（うち要望額 22,062）

・ 現場執行力の強化 10,747（ 7,919）

（うち要望額 7,442）

警察活動を迅速かつ的確に行うために必要な警察用車両・航空機・船舶

及び資機材の整備に要する経費



・ 警察通信基盤の整備充実 9,626（ 7,946）

（うち要望額 9,626）

様々な警察活動の基盤となる警察基幹通信網の高度・堅牢化を図るため

の再編、１１０番通報に迅速かつ的確に対応するための老朽化した通信指

令システムの整備等に要する経費

・ 警察活動の拠点たる基盤施設の整備 17,386（ 16,483）

（うち要望額 4,994）

老朽化した警察学校、機動隊庁舎などの修繕・建設のほか、警察活動の

拠点となる警察本部、警察署等の整備に要する経費



〔単位：百万円〕

第６ 新たな課題への対応 39（ 48）

（うち要望額 39）

我が国の捜査における取調べの果たす機能、取調べの高度化と可視

化、今後導入すべき捜査手法等について検討するため、諸外国におけ

る捜査手法、取調べの可視化の状況等、犯罪捜査の在り方について、

調査研究を実施する。

・ 犯罪捜査の在り方に関する調査研究 39（ 48）

（うち要望額 39）

新たな捜査手法、取調べの可視化の状況等に関する諸外国の関係機関で

の実地調査のほか、有識者による研究会の開催に要する経費


